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　「
市
長
へ
の
わ
が
ま
ち
メ
ー
ル
」

に
は
平
成
25
年
度
９
１
７
通
、
１

１
５
９
件
の
意
見
・
提
言
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
市

長
が
全
て
目
を
通
し
た
上
で
回
答

し
た
ほ
か
、
事
業
の
評
価
や
政
策

立
案
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
、
可
能
な
も
の
か
ら
施
策
に
反

映
し
て
い
ま
す
。

主
な
意
見
と
件
数

　
職
員
対
応
58
件
、
観
光
振
興
54

件
、
福
祉
（
児
童
）
48
件
、
福
祉

（
生
活
）
45
件
、
学
校
教
育
39
件
、

観
光
施
設
32
件
な
ど

意
見
・
提
言
受
け
付
け
中

　
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル

で
、
〒
790
８
５
７
１
「
市
長
へ
の

わ
が
ま
ち
メ
ー
ル
」

934
１
７
６

８
・

info@
city.matsuyama.

ehime.jp

へ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
。
回
答
・
公
開
希
望
の
有
無
と

回
答
を
希
望
す
る
場
合
は
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
、
経

済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
し

承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
免
除

や
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
免
除
や
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
納
め

る
の
が
困
難
な
場
合
は
免
除
や
猶

予
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。（
４

月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、
未
納

の
人
は
、
申
請
時
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
の
期
間
を
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
）

提
言
　
ブ
ラ
ン
コ
が
、
あ
る
程

度
揺
れ
る
と
、
き
し
み
音
と
同

時
に
支
柱
に
止
め
て
あ
る
鎖
止

め
の
金
具
が
完
全
に
固
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
少
し
ず
れ
て
い
る

の
が
気
に
な
り
ま
す
。

反
映
　
す
き
間
を
少
な
く
す
る

た
め
の
ボ
ル
ト
を
交
換
す
る
よ

う
材
料
を
手
配
し
ま
し
た
の

で
、
入
荷
次
第
、
交
換
作
業
を

し
ま
す
。

提
言
　
松
山
発
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
マ
ッ
ツ
と
ヤ

ン
マ
と
モ
ブ
リ
さ
ん
」
に
外
国

語
字
幕
だ
け
で
な
く
、
日
本
語

字
幕
も
つ
け
て
公
開
し
て
く
だ

さ
い
。

反
映
　
日
本
語
表
記
も
完
了
し

ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
市

が
行
う
下
水
道
工
事
と
同
時
に
公

共
ま
す
を
設
置
し
な
い
場
合
は
、

現
況
が
農
地
で
あ
る
な
ど
特
別
な

理
由
が
な
い
限
り
、
自
己
負
担
で

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
以
前
に
公
共
下
水

　
平
成
25
年
に
本
市
を
訪
れ
た
推
定
観

光
客
数
は
約
５
６
４
万
２
５
０
０
人

（
対
前
年
比
２
・
２
％
増
）、
外
国
人
観

光
客
数
は
６
万
３
６
０
０
人
（
対
前
年

比
96
・
９
％
増
）、
宿
泊
者
数
は
約
２
２

４
万
３
５
０
０
人
（
対
前
年
比
３
・

７
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
瀬
戸
内
・
松
山
構
想
を
中
核

と
し
た
広
域
か
つ
官
民
連
携
に
よ
る
取

り
組
み
、
首
都
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
な
ど
が
功
を
奏
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
観
光
客
の
推
定
消
費
額
は
、
総

額
約
６
３
９
億
２
３
８
１
万
円
（
対
前

年
比
２
・
６
％
増
）、
１
人
平
均
金
額
は

約
１
万
１
３
２
９
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
北
久
米
小
学
校
で
は
、
４
年
生

が
「
わ
く
わ
く
ス
タ
デ
ィ
」（
総

合
的
な
学
習
の
時
間
）
で
「
人
に

や
さ
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
祉

の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
は
校
区
に
あ
る
児
童
館
を

訪
ね
た
時
、
施
設
内
に
子
ど
も
や

高
齢
者
、
そ
し
て
障
が
い
の
あ
る

人
ま
で
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
な
工
夫
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
社
会
科
の
学
習
で
校
外
に

出
掛
け
た
時
に
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
が
あ
る
反

面
、
段
差
が
多
く
車
椅
子
の
利
用

者
や
高
齢
者
に
は
利
用
し
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
そ
し
て
人
に
優
し
い
と
こ

ろ
や
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
を
話
し

合
い
、
福
祉
の
視
点
に
立
っ
て
自

分
た
ち
の
町
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
身
体
や

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
、
地

域
に
住
ん
で
い
る
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
を
招
い
て
、
車
椅
子
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
、
手
話
な
ど
を
体

験
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
さ
ま
ざ
ま

な
苦
労
を
乗
り
越
え
前
向
き
に
生

き
る
姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

児
童
に
と
っ
て
自
分
の
生
き
方
を

見
直
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
自
分
た

ち
が
で
き
る
福
祉
に
つ
い
て
考
え

た
り
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　
目
隠
し
を
し
て
、
白
杖
を

持
っ
て
歩
い
た
時
は
、
真
っ
暗

な
世
界
で
と
て
も
怖
か
っ
た
で

す
。
目
の
見
え
な
い
こ
と
の
不

自
由
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

�

（
４
年
女
子
）

　
車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
人
が

道
路
や
駅
で
困
っ
て
い
た
ら
、

声
を
掛
け
て
、
何
か
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
で
す
。

�

（
４
年
男
子
）

　
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、国

保
・
年
金
課
（
市
役
所
別
館
3

階
）
☎
948
６
３
５
６
・

 

934
２

６
３
１
、
ま
た
は
松
山
東
年
金

事
務
所（
朝
生
田
町
一
丁
目
）

☎
946
２
８
３
５
・

 

933
１
３

１
９
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

整
備
課
☎
948
６
４
５
７
・

 

934
０
６
７
０
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
相

談
課
☎
948
６
７
０
４
・

 
934

１
７
６
８
へ

児童数　男 282人・女 237人・計 519人
（平成26年5月１日現在）

自
分
た
ち
が
で
き
る
福
祉
を
考
え
る

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の
仕
方
を
学
ぶ
児
童

車
椅
子
を
体
験

松
山
っ
子
の
声

（
平
成
25
年
度
当
時
）

第 37 回　北久米小学校

提
言
と
反
映
施
策（
一
部
抜
粋
）

お問い合わせは、観光・国際交流課☎948－6556・ 943－9001へ

松山への推定観光客数 564万2,500人平成25年

【推定観光客数一覧表】
種　　　別 推定人数 対前年比

県外観光客【全体の７割】
　うち、外国人観光客

394万9,800人
（6万3,600人）

2.2%増
96.9%増

観
光
施
設
の
利
用
者

道後温泉（本館・椿の湯） 104万2,100人 1.8%減

うち、本館 71万900人 微減

松山城ロープウェイ・リフト 99万3,300人 1.3%増

松山城天守閣 39万5,700人 1.6%増

坂の上の雲ミュージアム 12万3,000人 13.1%減

子規記念博物館 11万3,200人 微減

二之丸史跡庭園 3万6,000人 5.7%増

鹿島渡船 4万7,400人 11.3%増
観
光
客
の
利
用
し
た
交
通
機
関

自家用車 364万6,700人 1.8%増

航空機 69万7,200人 8.5%増

貸し切りバス 51万2,900人 微増

JR 45万5,700人 微減

船舶 22万7,600人 微増

郊外バス 10万2,400人 微増

宿
泊
者

宿泊者数 224万3,500人 3.7%増

うち、道後温泉地区ホテル・旅館
（道後温泉旅館協同組合調べ）  81万7,200人 1.5%増

平成25年度は
1,159件市長へのわがまちメールご

存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

下
水
道
公
共
ま
す
設
置
し
て
い
ま
す
か
？
後
付
け
は

自
己
負
担

道
が
整
備
済
み
の
と
こ
ろ
に
土
地

（
農
地
を
除
く
）
を
持
っ
て
い
て
、

ま
だ
公
共
ま
す
を
設
置
し
て
い
な

い
人
は
、
お
早
め
に
「
宅
内
ま
す

設
置
申
請
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
猶
予

期
間
内
に
申
請
す
る
と
、
市
が
公

共
ま
す
を
設
置
し
ま
す
。

　
な
お
申
請
で
き
る
の
は
下
水
道

処
理
区
域
内
に
あ
り
汚
水
と
雨
水

を
別
々
に
排
水
で
き
る
箇
所
で
す
。

※
平
成
25
年
度
に
完
成
し
た
工
事

の
中
に
も
申
請
に
よ
り
市
が
設
置

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

①
年
金
手
帳
ま
た
は
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
②
印
鑑

〈
退
職
（
失
業
）
が
理
由
の
場
合
〉

①
②
に
加
え
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
（
公
務
員
の
場
合
は
辞

令
書
）

※
必
要
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

〈
代
理
人
申
請
の
場
合
〉

①
②
に
加
え
、
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

年
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま

た
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、本
人
・

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以

下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
・
猶
予
と
も
、
所
得
の
申

告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　
退
職
（
失
業
）
し
た
人
は
離
職

票
な
ど
を
添
え
て
申
請
す
る
と
、

本
人
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
上

で
あ
っ
て
も
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
審

査
対
象
と
な
る
配
偶
者
・
世
帯
主

に
一
定
基
準
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
、
免
除
・
猶
予
が
認
め
ら
れ

接続ます 接続ます

側溝

官民境界

宅地 道路

下水道管

マ
ン
ホ
ー
ル

公共ます

　公共ますとは、道路に埋設した下水道管
と宅地内の排水設備を接続するためのます

免
除
・
猶
予
の
内
容

退
職（
失
業
）者
へ
の
特
例

手
続
き
に
必
要
な
も
の

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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